
確かな学力の向上をめざして【６月】   
 

 

「中部版スクラム教育（第４期）」事業（１年目）がスタートしました！ 
 

この事業は、中部教育局、中部地区の５つの市町教育委員会、校長会、高等学校課がスクラム

を組み、中部地区における「子どもたちの確かな学力の向上」と「不登校及び問題行動」等の教

育課題の解決を目指すことをねらいとしています。課題を解決するためには、子どもに係わる全

ての組織がスクラムを組んで取り組むことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長会資料（平成３０年６月） 

■中部の子どもたちに力をつけるために「何ができるか」 

 
 
 
 
 

①講師研修会（年２回）  第１回６月１５日（金）１５時～ 

○児童生徒を理解する力、学級を経営する力、わかる授業をつくる力等、今後の学校教育を担う若手

教員の指導力向上を目指して研修を行います。 
②研究主任等研修会（年２回）  第１回６月２２日（金）１４時～ 

○研究主任を中心に、全員が参画できる校内研究、若手からベテランまで全員の指導力を高めるため

の校内研究の充実に向けて研修を行います。 
③外国語担当者研修会（年２回）  第１回７月３０日（月）午後 

○喫緊の課題である小学校英語・外国語活動、中学校英語について小中連携を図りお互いの授業力向

上を目指して研修を行います。 
④【新規】生徒指導担当者研修会（年１回）  ６月２６日（火）１５時～ 

○いじめ、不登校は未然に防止することが最も大切な事です。しかし、起きてしまった時は、適切な 
対応が必要です。いじめをどのように認知し、どのように対応していくか等について研修を行いま 
す。 

⑤中部地区指導主事等連絡協議会（年３回） 

○各学校の状況についての情報を共有し、各学校の教育活動の充実に向けた支援策、具体的な取組に

ついて協議を行う。 
 

（１）学級集団づくり（いじめ、不登校の未然防止と適切な対応） 

（２）研究推進の活性化（校内ＯＪＴの活性化、授業改善） 

（３）教員の指導力向上（人材育成） 

（４）外国語教育の充実（小学校、中学校における取組の充実と連携の推進） 

 

１ 中部地区の課題 

□学級経営の困難さ  □長期欠席・不登校の出現率の高さ 

□授業改善への取組  □若手教員の育成 

これらの研修会は、「子どもたちに力をつけるため」、「子どもたちが充実した学校

生活を送るため」に行います。つまり、受講された先生方が、学んだことを自分の

実践につなげ、校内で共有し、学校全体の教育力向上につなげることが必要です。

まずは校内の先生で、そして近隣の学校でスクラムを組み、子どもたちのために「何

ができるか」を考え、学校教育の充実に向けて取り組んでいきましょう。 

５月２１日に行われた、中部版
スクラム教育連絡協議会におい
て、次のことが確認されました
ので、お知らせします。 

２ 課題解決に向けた重点目標と取組 

中部教育局 
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